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PAT-LIST-GLS V3.0 新機能のご紹介 

 

ここでは、PAT-LIST-GLS Ver2.1.1.X からの機能アップについて説明しています。 

特に、新しい TPLファイル 2.0は従来のバージョンの GLSではお使いになれませんので、必ず本書

をお読みになり、ご利用をお願い致します。 

 

1. TPLファイル 2.0の採用。 

2. US/ES/CNタブ/請求範囲のタブ構造を JPタブと同様に階層化。 

3. JPタブ/全文表示を HTML表示からテキスト表示へ変更。 

4. 検索およびマップの軸項目に「統合 IPC」「統合 FI」を追加 

5. 備考欄項目の CSV出力および取込機能の強化 

6. GLS起動時のデフォルト表示タブの変更。 

7. マップ画面 ラベル編集機能の強化 

8. マップ設定項目のグループ一括移動機能 

9. JPタブ/庁 ROMの取り込み口の改善 

10. 備考欄で使用できる文字列についての改善 

11. 統合タブ/ファミリー表示の改善 

12. 統合タブ/備考欄表示の改善 

 

 

 

※本書内では、グローバル対応版すべてのエディション（国別）についての説明も含まれています。 
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1.TPL ファイル 2.0の採用 

・ファイル構造を見直し、従来の TPLファイルの約 30％の容量を実現しました。 

・10万件以上のビッグデータも処理可能になりました。 

 

●TPL ファイルの変換操作について 

PAT-LIST-GLS Ver3.0では新しい TPL ファイル方式を採用しています。 

PAT-LIST-GLS Ver2.1で作成された TPLファイルもしくは PAT-LIST-JPSで作成された PTLファイルを開くと、 

以下のメッセージが出て、TPL2.0への変換が必要になります。 

 

PAT-LIST-GLS Ver2.1で作成した TPL ファイルの場合 

  

 PAT-LIST-JPSで作成した PTL ファイルの場合 

  

OK をクリックして、新しいファイル名で保存することで、PAT-LIST-GLS Ver3.0で使用できます。 

 

 

※上記の変換を行う場合は、同じフォルダーに同一ファイル名で保存しないでください。 

※変換後の TPL2.0のファイルは、PAT-LIST-GLS Ver2.1ではご使用になれません。 
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●TPL ファイルの一括変換ツールについて 

TPL1.0のファイルの場合は V3.0ツールメニューの一括変換を使用すると、複数のファイルをまとめて変換す

ることが出来ます。 

 

①PAT-LIST-GLS Ver3.0を起動して、ツールメニューの TPL一括変換をクリックします。 

 

②変換前の TPLファイルが保存されているフォルダーと変換後に保存するフォルダーを指定します。 

 

③変換をクリックします。 

 

④変換完了のメッセージが出ます。 

※事前に旧バージョンの TPL ファイルを同一のフォルダー内に保存しておく必要があります。 

※変換後のファイル名は、旧バージョンと同じになります。必要に応じてファイル名を変更してください。 

※一括変換ツールは、PAT-LIST-JPSの PTLファイルには対応していません。 

※変換後の TPL2.0のファイルは、PAT-LIST-GLS Ver2.1ではご使用になれません。 
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2.US/ES/CN タブの請求範囲のタブ構造を JP タブと同様に階層化しました。 

・公開独立クレーム、公開クレーム、登録独立クレーム、登録クレームの 4つのタブを設けました。 

※独立クレームへの入力は、プログラムによる自動判別になりますので、その結果を 100％保障する

ものではありません。 

 

 

 

 

 

3.JP タブでの全文表示を HTML表示からテキスト表示へ変更しました。 

・全文タブ内でもマーカーやハイライト機能が使用できるようになりました。 

・また、全図の表示位置を画面下方より右側に移動し、視認性をアップさせました。 

 

     

 

 

 

※従来の全文 HTMLの図面へのリンク機能は使用できません。 

 

 

全文表示を HTML表示からテキスト表示へ 

全図表示を画面右側へ移動し、上下スクロール仕様へ 
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4.検索およびマップの軸項目に「統合 IPC」「統合 FI」を追加しました。 

・公開特許と登録特許の混在した解析が可能です。 

・統合 IPC＝IPC＋更新 IPC＋登録 IPC 

・統合 FI＝FI＋更新 FI＋登録 FI 

 

    
 

 

5. 備考欄登録項目の CSV 出力および取込機能の強化 

・変更した備考欄の名称をそのまま出力し、編集後の取込みも可能になりました。 

①備考欄の名称を変更します。 

   

②備考の入力メニューより、CSV出力します。 
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③CSVファイルを確認・修正します。 

   

 ・ここでは、備考 1と備考 2の備考欄登録データを追加しました。 

   

 

④備考の入力メニューより、CSV取込します。 

   

⑤編集結果が反映されます。 

     

 ※この CSV取込・出力機能は、備考欄の名称及び備考欄登録データが対象になります。 

  備考データは対象となりません。 
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6. GLS起動時のデフォルト表示タブの変更 

・従来はお使いのエディションに関わらず、起動時には統合タブが表示されましたが、 

 お使いのエディションに合わせて起動時のタブを表示するようにしました。 

  例）JPのみお使いのユーザー様は JPタブの閲覧画面がデフォルトで表示されます。 

    

 

7.マップ画面 ラベル編集機能の強化 

1）「X軸の設定」及び「Y軸の設定」の「ラベルの編集」において、ラベル名称文字数を「20」文字を

デフォルトとしました。 

  

 ※編集を行うと、文字数はデフォルト値ではなく、変更した内容の文字数の最大値に変換されます。 

 ※最大値が 20文字に満たない軸設定の場合は、その項目の最大値がデフォルト値になります。 

 ※リセットボタンを押すと、その項目の最大文字数になります。 

 ※軸に分類を設定し、分類定義でボタンを押した後は、変換後の内容になるため、最大値の「30」

が表示されます。 
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2）「X軸の設定」及び「Y軸の設定」の「ラベルの編集」において、ラベルの一括編集機能（表形式）

を追加しました。 

 ラベルの編集ウインドウで、名称変更ボタンをクリックします。 

 ラベル名称を自由に編集可能です。 
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8.マップ設定項目のグループ一括移動機能 

・最上、最下ボタンを新設し、選択した項目をグループとして一括して最上、最下、一つ上、一つ下

に移動できます。 

①最上ボタン 

     

②最下ボタン 

     

③上・下ボタン 
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9.庁 ROMの取り込み口の改善 

・XMLデータ取込み時にフォルダー指定で大量のファイル取込が可能になりました。 

 ※従来はファイル名指定のみで取込み。 

 

 

 

10. 備考欄で使用できる文字列についての改善 

・備考欄で使われている「+」、「*」の文字と、マップ軸の設定画面の「+」、「*」の記号を区別しまし

た。備考欄に「+」、「*」の文字があり、軸として選択した場合は、自動的に「” ”」を付与して、

文字列としてカウントします。 
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11.統合タブのファミリー表示の改善 

・ファミリー枠を拡大し、マウスで上下拡大縮小できるよう修正しました。 
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12.統合タブの備考欄改善 

・統合タブに「備考」プルダウンメニューを追加しました。 

 

 

1）備考ファミリ一覧表示 

・従来の備考欄ボタンに相当します。 

・従来は各特許ごとのファミリー表示でしたが、複数特許・複数ファミリ表示へ変更しました。 

・各国の備考名称も表示します。 

 

 

      

 



PAT-LIST-GLS Ver3.0  13 

2）国別特許別備考一覧表示 

・国別特許別の備考一覧表示画面です。 

・一覧表示したい国、特許を選択して実行します。 

・国の切り替えは上部のタブで行います。 
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3）国別備考名称一覧表示 

・備考名称を国別に表示します。 

・備考名称の編集が可能です。 

・編集した備考名称は、その国のタブの備考欄の名称に反映されます。 
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4）国別特許別備考一覧 CSV出力および取込 

・備考名称および備考入力項目を CSV出力し、編集後に取込みが可能です。 

・CSVファイルでは、国別に、備考番号と修正後の備考名称を表示します。 

①CSV出力 

 

 

 

 

 ②CSV取込 

  

  

 


